
①
南
海
地
震
の
発
生
時
期

▼
２
０
０
１
年
か
ら
２
０
３
０
年
の
お
よ

　
そ
30
年
間
に
発
生
す
る
確
率
が
40
％
と

　
極
め
て
高
い
確
率
で
起
こ
る
と
予
想
さ

　
れ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
は
、
過
去
の
統
計
か
ら
お
よ
そ

100
年
か
ら
150
年
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
繰

　
り
返
し
発
生
し
て
い
る
地
震
で
あ
る
か

　
ら
で
す
。
昭
和
の
南
海
地
震
（
昭
和
21

　
年
）
か
ら
お
よ
そ
60
年
経
過
し
て
い
ま

　
す
。
つ
ま
り
あ
と
30
年
で
発
生
サ
イ
ク

　
ル
に
限
り
な
く
近
づ
く
こ
と
に
な
り
ま

　
す
。
今
の
う
ち
に
身
の
回
り
の
備
え
を

　
進
め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

②
地
震
の
規
模
（
震
度
）
や

　
　
　
　
　
　
　
津
波
の
被
害
予
測

▼
本
県
の
平
野
部
か
ら
沿
岸
部
に
か
け
て

　
は
、
震
度
６
弱
。
山
間
部
で
は
震
度
５

　
強
と
お
お
む
ね
予
想
さ
れ
、
揺
れ
の
持

　
続
時
間
は
100
秒
間
く
ら
い
と
い
わ
れ
て

　
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
震
発
生
源
で
も

　
あ
る
土
佐
湾
沖
120
㎞
の
海
底
に
存
在
す

　
る
南
海
ト
ラ
フ
と
い
う
溝
の
長
さ
に
よ

　
る
も
の
で
す
。

　
　
津
波
の
襲
来
は
、
早
い
と
こ
ろ
で
室

　
戸
や
足
摺
で
は
10
分
前
後
、
中
央
部
で

　
は
、
30
分
以
内
で
到
達
し
、
し
か
も
６

　
時
間
以
上
繰
り
返
し
押
し
寄
せ
て
く
る

　
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
津
波
高
は
、

　
３
ｍ
〜
12
ｍ
で
地
形
の
形
状
な
ど
で
差

③
揺
れ
に
よ
る
倒
壊
等
の
被
害

▼
昭
和
56
年
の
建
築
基
準
法
の
改
正
前
の

　
住
宅
（
特
に
木
造
）
に
つ
い
て
は
、
倒

　
壊
す
る
確
率
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

　
す
。
こ
れ
は
、
平
成
７
年
１
月
に
起
き

　
た
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
に
実
証
さ
れ

　
て
い
ま
す
。

　
　
現
在
は
、
家
屋
の
耐
震
診
断
を
受
け
、

　
そ
れ
に
沿
っ
た
補
強
も
実
施
さ
れ
て
い

　
ま
す
。
耐
震
診
断
に
は
、
補
助
金
制
度

　
が
あ
り
、
市
で
は
住
宅
課
が
窓
口
と
な

　
っ
て
い
ま
す
。

＊
金
額
は
３
千
円
の
負
担
で
診
断
を
受
け

　
ら
れ
ま
す
が
、
耐
震
補
強
工
事
等
に
つ

　
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
補
助
制
度
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
屋
内
で
は
家
具
の

　
転
倒
防
止
器
具
な
ど
が
市
販
さ
れ
て
い

　
ま
す
の
で
、
活
用
す
る
と
良
い
で
し
ょ

　
う
。
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
に
は
、
フ
ィ

　
ル
ム
な
ど
を
貼
る
の
も
有
効
で
す
。

④
地
震
に
よ
る
火
災
発
生
の
恐
れ

▼
阪
神
淡
路
大
震
災
で
も
大
き
く
取
り
上

　
げ
ら
れ
た
よ
う
に
、
地
震
発
生
時
の
火

　
災
は
、
特
に
防
御
が
難
し
く
、
ま
た
、

　
一
度
発
生
す
る
と
消
火
が
極
め
て
困
難

　
と
な
り
ま
す
。

　
　
日
ご
ろ
か
ら
、
防
火
に
は
注
意
を
し
、

　
消
火
器
な
ど
の
機
器
も
備
え
て
お
き
ま

　
し
ょ
う
。

ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ

害

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害
災
害

Ⅲ
地
震
災
害
災
害
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害害

Ⅲ
地
震
災
害害害

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害害

Ⅲ
地
震
災
害害害

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害害

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害害

Ⅲ
地
震
災
害害害

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害害

Ⅲ
地
震
災
害害
災

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害
災

Ⅲ
地
震
災
害
災災

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

震
災

Ⅲ
地
震
災
害

震
災
震
災

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害
災

Ⅲ
地
震
災
害
災災

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害
災

Ⅲ
地
震
災
害
災災

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害
災

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害
災

Ⅲ
地
震
災
害
災災

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害
災

Ⅲ
地
震
災
害
災災

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害
災

Ⅲ
地
震
災
害
災災

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害
災

Ⅲ
地
震
災
害
災災

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

震

Ⅲ
地
震
災
害

震震

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

震

Ⅲ
地
震
災
害

震震

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地
震

Ⅲ
地
震
災
害

地
震
地
震

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

震

Ⅲ
地
震
災
害

震震

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

震震

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

震

Ⅲ
地
震
災
害

震震

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

震

Ⅲ
地
震
災
害

震震

Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地
Ⅲ
地
震
災
害

地地
Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地
Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地
Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地
Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地
Ⅲ
地
震
災
害

地地
Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地
Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地
Ⅲ
地
震
災
害

地地地地
Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地地
Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地
Ⅲ
地
震
災
害

地地地地
Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地地地
Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地
Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地
Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地地地地
Ⅲ
地
震
災
害

地地
Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地
Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地
Ⅲ
地
震
災
害

地地
Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地
Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地
Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地
Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地
Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地
Ⅲ
地
震
災
害

Ⅲ
地
震
災
害

地
震
災
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
災
害
災災災災

Ⅲ
地
震
災
害
災災災

Ⅲ
地
震
災
害
災災災

Ⅲ
地
震
災
害
災災災災災災

Ⅲ
地
震
災
害
災災災災災災

Ⅲ
地
震
災
害
災災災
震震震

Ⅲ
地
震
災
害

震震震

Ⅲ
地
震
災
害

震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震
地
震
地地地
Ⅲ
地
震
災
害

地地地
Ⅲ
地
震
災
害

地地地
Ⅲ
地
震
災
害

地地地
Ⅲ
地
震
災
害

地地地地地
Ⅲ
地
震
災
害

地地地
Ⅲ
地
震
災
害

地地地
Ⅲ
地
震
災
害

地地地地地
Ⅲ
地
震
災
害

地地地地地
Ⅲ
地
震
災
害

地地地
Ⅲ
地
震
災
害

地地地地地地地地地地地地地地地
ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ

▲堤防や水門が機能しないとした場合

▼堤防や水門が機能するとした場合

国道55号線

物部川

物部川

国道55号線

龍馬空港

龍馬空港

　
が
あ
り
ま
す
が
、
本
市
に
お
い
て
は
５

　
ｍ
を
越
す
津
波
が
押
し
寄
せ
て
き
ま
す
。

　
　
強
い
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
迷
わ
ず
高

　
台
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
最

　
低
で
も
６
時
間
は
沿
岸
部
に
は
近
づ
か

　
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
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※お問い合わせは、総務課総務管理係（�係 ８８０－６５５１）まで

　本年度も、自主防災会組織の結成を進めます。
阪神淡路大震災のような大災害発生時には、公
的機関の機能がまひ状態になることが予想され
ます。この組織は、部落あるいは小学校区など
活動しやすい単位で結成され、「自分の身は自
分で守る、自分たちの町は自分たちで守る」と
いう観点から、風水害はもとより、今後起こり
うる巨大地震などの災害に備えて、近隣あるい
は地域で助け合う「災害に強い町づくり」を目
指すものです。
　市では、現在までに52組織（今後12組織が結
成予定）が結成され、地域の町内会単位で自主
的な訓練や講習会などを行い、防災に対する意
識を高めています。組織を新設する場合には補
助制度があり、組織立ち上げや資機材の購入な
どに役立てられています。
　あなたの地域でも、自主防災組織を発足させ
安心できる暮らしを築きましょう。

■とき
６月６日�　正午（小雨決行）

■ところ／物部川橋下河川敷（久枝・下島地区
　　　　　では津波避難訓練）
■内容
①防災訓練

　 　� 消火訓練、救急救出訓練、救護訓練など
　②体験コーナー
�人工呼吸体験、非常通報体験、煙体験など

＊多くの皆さんの参加をお待ちしています。
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